
幼児教育振興事業『楽しい英語あそび』について①

異文化体験や国際交流により幼児期の子どもの豊かな人間関係を育むとともに、2020東京
オリンピック・パラリンピックを見据えて将来の国際化社会に対応できる人材育成につながる
ことを目的とします。

松戸市総合教育会議資料（平成28年11月10日）
子ども部子ども政策課幼児教育担当室

・基本方針 ：保育所保育指針の人間関係の領域に位置づけ、人と関わる力を養うことをねらいと
する。自分と異なる身近な人の存在への気づきが深くなるおおむね5歳児を対象と
し、外国人など、自分とは異なる文化を持った人に親しみを持つことができるよう、
外部講師の協力を得てさまざまな体験活動を行う。（活動の詳細は次頁）

・実施場所 ：全公立保育所（１７か所）

・対象児童 ：５歳児・合計467名（平成２８年９月１日現在）

・期間・回数：平成２８年9月～平成２９年２月、月1回
（今年度は年６回実施）
１回の活動は、幼児約２０人程度で30分。

・子どもの声：「楽しかった」「英語が好きになりそう」
「先生ともっと話したい」
「先生がきてくれるのが楽しみ」などの

意見が多数。

【公立保育所での取り組み概要】

事業目的

古ケ崎第二保育所での手遊び



幼児教育振興事業『楽しい英語あそび』について②
松戸市総合教育会議資料（平成28年11月10日）

子ども部子ども政策課幼児教育担当室

【公立保育所での活動内容】

【導入】
5分

挨拶・歌

【テーマ①】
5分

ことば遊び

【テーマ②】
5-10分

アクティビティ

【テーマ③】
5分

コミュニケーション・歌

【終り】
5分

挨拶・歌

活動プラン活動プラン

活動の進め方活動の進め方

教材教材
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報道・周知

公立保育所で一斉に英語あそびの活動を取
り入れるのは、人口30万人以上の自治体
では、全国初の取り組みとなります。
多くの新聞で紹介を受けました。

幼児教育振興事業『楽しい英語あそび』について③
松戸市総合教育会議資料（平成28年11月10日）

子ども部子ども政策課幼児教育担当室

種別 詳細

新聞
報道

・毎日新聞（9/7朝刊）

・産経新聞（9/7朝刊）

・千葉日報（9/17朝刊）

・東京新聞（9/18朝刊）

・朝日新聞（9/20朝刊）

・教育新聞（10/17）

TV
報道

・NHK（9/6 15時～首都圏ニュース）

・千葉テレビ（9/6 18時と20時）

・J:COM（9/6）

雑誌
取材

・私塾界

・リセマム

掲載一覧掲載一覧


